
平
成
十
九
年
三
月
六
日
提
出

質
問
第
一
〇
二
号

竹
島
が
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
た
経
緯
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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竹
島
が
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
た
経
緯
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
八
二
号
）
を
踏
ま
え
、
追
加
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
の
定
義
如
何
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
政
府
が
「
遅
く
と
も
昭
和
二
十
九
年
半
ば
に
は
大
韓
民
国
に
よ
る
竹
島
の
不
法
占
拠
を
認

識
し
て
い
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
が
、
日
本
と
韓
国
の
国
交
正
常
化
交
渉
に
お
い
て
、
竹
島
問
題
は
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
を
受
け
た
か
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
「
平
成
十
八
年
十
月
九
日
に
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
日
韓
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
竹
島
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
た
が
、
右
は
韓
国
が
竹
島
に
関
す
る
領
土
問
題
の
存
在
を
認
め
た
こ

と
を
意
味
す
る
か
。

四

竹
島
返
還
を
促
進
す
る
た
め
に
「
竹
島
の
日
」
を
設
け
る
べ
き
と
思
料
す
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。


